
JP 2017-522591 A5 2018.6.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年6月21日(2018.6.21)

【公表番号】特表2017-522591(P2017-522591A)
【公表日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2017-030
【出願番号】特願2016-573551(P2016-573551)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  27/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   27/02     　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７２５　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３５９　
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５１１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月11日(2018.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ装置上に画像を提示する方法であって、
　視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上の前記画像の或る領域が前記画像のその他の領
域よりも高い画素密度で提示されるように、前記画像に幾何学的変換を適用することによ
って前記画像を修正することを含む、前記方法。
【請求項２】
　前記画像に適用された前記幾何学的変換に対応する逆変換を適用する光学部品を介して
、前記視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上に前記画像を提示することをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記視聴者の注視位置を判定することと、
　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の前記領域および前記光学部品の位置を変更することと、をさらに含む、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上の前記画像の前記領域の位置が
前記ディスプレイ装置上の所定の位置に固定されている、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ディスプレイ装置は、ヘッド・マウント・ディスプレイ装置（ＨＭＤ）である、請
求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　コンテンツは、前記ディスプレイ装置上で表示可能なものよりも広い領域を有し、前記
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方法は、
　前記視聴者の頭部のポジションを検出することと、
　前記検出された頭部のポジションに応じて、前記ディスプレイ装置上に表示されるべき
前記画像の一部分を選択することと、をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　画像を提示するディスプレイ装置であって、
　視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上の前記画像の或る領域を前記画像のその他の領
域よりも高い画素密度で提示されるように、前記画像に幾何学的変換を適用することによ
って前記画像を修正するように構成された少なくともプロセッサを含む、前記ディスプレ
イ装置。
【請求項８】
　光学部品をさらに含み、当該光学部品を介して、前記視聴者に対し、前記ディスプレイ
装置上の前記画像が提示され、前記光学部品は、前記画像に適用された前記幾何学的変換
に対応する逆変換を適用するように構成されている、請求項７に記載のディスプレイ装置
。
【請求項９】
　視線追跡型センサをさらに含み、
　前記プロセッサは、さらに、
　前記視線追跡型センサと協働して前記視聴者の注視位置を判定し、
　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の領域および前記光学部品の前記位置を変更するように構成されている、請求
項８に記載の前記ディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、
　コンテンツに含まれる関心領域の情報に基づいて前記視聴者の注視位置を判定し、
　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の前記領域および前記光学部品の位置を変更するようにさらに構成されている
、請求項８に記載のディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記光学部品を移動させるアクチュエータをさらに含み、前記光学部品の前記位置は、
前記判定された注視位置に応じて前記アクチュエータを動作させることによって変更され
る、請求項９または１０に記載のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上の前記画像の前記領域の位置が
前記ディスプレイ装置上の所定の位置に固定されている、請求項７または８に記載のディ
スプレイ装置。
【請求項１３】
　前記ディスプレイ装置は、ヘッド・マウント・ディスプレイ装置（ＨＭＤ）である、請
求項７～１１のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記視聴者の頭部のポジションを検出する位置センサをさらに含み、前記画像は、前記
ディスプレイ装置上で表示可能なものよりも広い領域を有し、前記プロセッサは、
　前記位置センサと協働して前記視聴者の頭部のポジションを検出し、
　前記検出された頭部のポジションに応じて、前記ディスプレイ装置上に表示されるべき
前記画像の一部分を選択するように構成されている、請求項１３に記載のディスプレイ装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更



(3) JP 2017-522591 A5 2018.6.21

【補正の内容】
【００６２】
　本明細書に記載された全ての例および条件付の文言は、本開示内容を読者が理解するの
を助けるための教示目的のものであり、発明者によって寄与された概念は、技術を発展さ
せるものであり、このような具体的に記載された例や条件に限定されるように解釈される
べきではなく、明細書におけるこのような例の構成が本開示内容の優劣を示すことに関わ
るものではない。
　ここで例としていくつかの付記を記載する。
（付記１）
　ディスプレイ装置（１００）上に画像を提示する方法であって、
　視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上の前記画像の或る領域が前記画像のその他の領
域よりも高い画素密度で提示されるように、前記画像に幾何学的変換を適用することによ
って前記画像を修正すること（Ｓ１８）を含む、前記方法。
（付記２）
　前記画像に適用された前記幾何学的変換に対応する逆変換を適用する光学部品（１２０
）を介して、前記視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上に前記画像を提示すること（Ｓ
１８）をさらに含む、付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記視聴者の注視位置を判定すること（Ｓ１６）と、
　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の前記領域および前記光学部品の位置を変更すること（Ｓ１８，Ｓ２０）と、
をさらに含む、付記２に記載の方法。
（付記４）
　前記より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上の前記画像の前記領域の位置が
前記ディスプレイ装置上の所定の位置に固定されている（Ｓ１８）、付記１または２に記
載の方法。
（付記５）
　前記ディスプレイ装置は、ヘッド・マウント・ディスプレイ装置（ＨＭＤ）である、付
記１～４のいずれか１項に記載の方法。
（付記６）
　前記コンテンツは、前記ディスプレイ装置上で表示可能なものよりも広い領域を有し、
前記方法は、
　前記視聴者の頭部のポジションを検出すること（Ｓ１２）と、
　前記検出された頭部のポジションに応じて、前記ディスプレイ装置上に表示されるべき
前記画像の一部分を選択すること（Ｓ１４）と、をさらに含む、付記５に記載の方法。
（付記７）
　画像を提示するディスプレイ装置（１００）であって、
　視聴者に対し、前記ディスプレイ装置上の前記画像の或る領域を前記画像のその他の領
域よりも高い画素密度で提示されるように、前記画像に幾何学的変換を適用することによ
って前記画像を修正するように構成された少なくともプロセッサ（２３０）を含む、前記
ディスプレイ装置。
（付記８）
　光学部品（１２０）をさらに含み、当該光学部品を介して、前記視聴者に対し、前記デ
ィスプレイ装置上の前記画像が提示され、前記光学部品は、前記画像に適用された前記幾
何学的変換に対応する逆変換を適用するように構成されている、付記７に記載のディスプ
レイ装置。
（付記９）
　視線追跡型センサ（１３０）をさらに含み、
　前記プロセッサは、さらに、
　前記視線追跡型センサと協働して前記視聴者の注視位置を判定し、
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　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の領域および前記光学部品の前記位置を変更するように構成されている、付記
８に記載の前記ディスプレイ装置。
（付記１０）
　前記プロセッサは、
　前記コンテンツに含まれる関心領域の情報に基づいて前記視聴者の注視位置を判定し、
　前記判定された注視位置に応じて、より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上
の前記画像の前記領域および前記光学部品の位置を変更するようにさらに構成されている
、付記８に記載のディスプレイ装置。
（付記１１）
　前記光学部品を移動させるアクチュエータをさらに含み、前記光学部品の前記位置は、
前記判定された注視位置に応じて前記アクチュエータを動作させることによって変更され
る、付記９または１０に記載のディスプレイ装置。
（付記１２）
　前記より高い画素密度を有する前記ディスプレイ装置上の前記画像の前記領域の位置が
前記ディスプレイ装置上の所定の位置に固定されている、付記７または８に記載のディス
プレイ装置。
（付記１３）
　前記ディスプレイ装置は、ヘッド・マウント・ディスプレイ装置（ＨＭＤ）である、付
記７～１１のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
（付記１４）
　前記視聴者の頭部のポジションを検出する位置センサ（１４５）をさらに含み、前記画
像は、前記ディスプレイ装置上で表示可能なものよりも広い領域を有し、前記プロセッサ
は、
　前記位置センサと協働して前記視聴者の頭部のポジションを検出し、
　前記検出された頭部のポジションに応じて、前記ディスプレイ装置上に表示されるべき
前記画像の一部分を選択するように構成されている、付記１３に記載のディスプレイ装置
。
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